
■令和４年度
CEV補助金勉強会

株式会社デンソーソリューション

関係者外秘



■デンソーV2H

「V2H」は、「Vehicle  to Home/乗り物からお家へ」の略です。

２

最大約5,900W
放電(給電)

最大約5,900W
充電

《機能》
① 家の電気を、クルマへ充電。
② クルマの電気を家に放電(給電)。

電動車を「家の蓄電池」として活用できます。



■デンソーV2Hの特徴 ３

※エコキュート接続可

（参考）

● エコキュート接続ＯＫ

● 主幹ブレーカ100Aまで ● 切替器、屋外設置OK

● N社:75Aまで。
● N社:屋内のみ。



受注情報 内示情報 生産数の参考にする為、月1回程度見積物件の進捗をご確認させて頂きます。
事前確認書の取得が完了（N-3ヶ月前）している物件についてご連絡をお願いします。

発注

納入手配LT
・納入日N-7日（稼働日）10:00までにご発注。
・N-7日までに確定納期連絡。以降の納期変更は不可となります。

納入場所 ご指定場所（現地施工場所または御社営業所の倉庫）

発注データ ・メールにてご発注頂く。
現地案内図（建築地住所、4t車通行可否記載）、荷受人情報、事前確認書（受注時に未送付の場合）

輸送

条件
・車上渡し（2名以上での荷受。3名を推奨） ※パワーゲート付きのトラックとなります。
・時間指定（9-18時内、2時間枠）
・日・祝日不可

梱包荷姿

送料
・製品単価に折込 ※チャーター便等の場合、別途追加費用をご請求させて頂く場合があります。
・再配送、直前変更が発生した場合は、別途費用をご請求となります。 ※一律2万円

荷受人不在時 配送不可（ご不在の場合は、再配送となります）

検収

・荷受時に、必ず梱包箱や中身に傷や凹みが無いかをご確認ください。
・梱包材やV2H本体に傷や凹みを発見した場合には、損傷報告書のご提出をお願い致します。
（特に倉庫等での荷受けとなった場合には、開梱して中身の確認ができない為、設置日には必ずV2H本体に傷や凹みが
無いかのご確認をお願いします。）

■デンソーV2Hの納期・納材 ４

Ｎ社:ご注文後、製造開始。
納期、約１ヵ月。

Ｎ社:事務所入れ限定?

Ｎ社:3名荷受。
時間指定不可。



■V2H補助金概要（令和4年度CEV補助金）

● 対象 :V2H充放電設備（本体の購入費）及び（工事費の一部）

● 対象者:個人(個人事業主含む) ・ 法人 ・ 地方公共団体 等

１．補助対象・対象者

５

●本体購入費:上限￥55万円 (補助率１/２)
※例:本体￥110万円で販売→￥55万円補助。

本体￥90万円で販売 →￥45万円補助。

２．補助上限額 ～デンソーV2H充放電器（DVEVC-D6075）～

●工事費 :上限￥40万円（個人）
上限￥95万円（法人）

個人向け
補助額

対象外

昨年は、車とV2Hを同時購入で
補助金の対象となっていました。



● 申請期間 :令和4年5月31日 ～ 令和４年10月31日
※予算額を超えると予測された場合、期間内でも受付終了。

● 実績報告期限:令和5年1月31日
※工事もしくは支払い完了日から30日以内を目途に報告申請。

３．申請期間・実績報告期限

６

代金支払い・工事完了に期限あります。
リフォーム向けの補助金です。

● 本人確認書(以下の① ～ ⑥ いずれか１点)

① 運転免許証 :有効期限内のもの

② 印鑑登録証明書:３ヵ月以内の発行のもの。

③ 住民票 :３ヵ月以内の発行のもの。

④ パスポート :

⑤ 健康保険証 : 有効期限内のもの。また購入者氏名と現住所が掲載されている事。

⑥ 住民基本台帳 :

4-1.申請必要書類（個人）

■V2H補助金概要（令和4年度CEV補助金）



７

● 本人確認書:以下の①～③の、３点が必要です。

① ・履歴事項全部証明書
・現在事項全部証明書

② ・法人番号指定通知書
・経済産業省「gBizINFO」
・国税庁の法人番号公表サイト

③ ・役員名簿 「暴力団排除に関する誓約事項」の内容を確認し
履歴事項全部証明書等に記載されている役員全部を入力

→ (オンライン申請で入力)

4-1.申請必要書類（法人）

■V2H補助金概要（令和4年度CEV補助金）

３ヵ月以内のもので、いずれか１点

法人番号(13桁)が確認できる書類。



■V2H補助金概要（令和4年度CEV補助金） ８

● 見積書 (内訳書含む)
①申請者宛である事
②見積もり作成日 ※5月31日以降!!
③V2H施工会社の名称、住所等々
④申請で入力した名称
⑤有効期限がある事
⑥代金は【振込】である事。
⑦V2Hのメーカ名、型式、基数、単価(税抜)、金額
⑧部材・材料・労務費等々

4-2.申請必要書類（個人）

見積表紙

総括表

内訳書



■V2H補助金概要（令和4年度CEV補助金） ９

注意:見積もりには、必ず項目番号を記載してください。番号ない見積もりは、不備。
総括表

内訳書

応募要領より

個人見積もり:№１～№13
法人見積もり:A１～A17・20



■V2H補助金概要（令和4年度CEV補助金） １０

4-3．要部写真（個人・法人）

① 本人確認書類:申請した住所であり、有効期限内のもの。

② 見積もり :2022年5月31日以降のもの。その他、内訳書や有効期限内のもの。

③ 要部写真 :V2H設置場所含む建物全体(遠目)とV2H設置場所。

5．申請に必要な書類まとめ (個人・法人)

●写真①V2H設置位置含む建物全体 ●写真③V2H設置場所●写真②駐車スペース



● 一般社団法人次世代自動車振興センター (cev-pc.or.jp)

●オンライン申請ログイン画面

● 申請:購入者(エンドユーザー)が行います。
V2Hを施工した業者に限り、代行申請を行う事が出来ます。

１１■V2H補助金概要（令和4年度CEV補助金）
6．申請方法 → オンライン

オンライン申請方法 ～代行業者登録まで～



⑴新規アカウント登録

①アカウント登録 ②アカウント登録

１２

〇〇＠・・・.co.jp

アカウントを作成する



⑴新規アカウント登録
②メールにURLにアクセスすると登録完了

●アカウント登録後はこちらからログイン

１３

URLクリックで登録完了

ID・パスワード入力



⑵代行者・施工者アカウント作成

（施主）

１４



⑵代行者・施工者アカウント作成

手続代行者をチェック。
代行を依頼する担当者の方の名前と
メールアドレスを入力。

１５

●代行を依頼をした担当者の方にメールが届く

お客様から聞いた、ID・パスワードで
ログイン



１６⑵代行者・施工者アカウント作成

アカウント一覧からログイン状況を確認できます



⑶代行者アカウントの操作可能範囲

申請者が入力した方がスムーズ

担当者設定後、操作可能
それぞれ確定は申請者が実施
（一時保存までは操作可能）

申請者が実施

申請者が実施

申請者へ「申請ボタン」を押していただく
依頼を何度か行う事になります。

１７



⑵ オンライン申請手順（申請まで）

(1)申請書の新規作成
オンライン申請手順（申請まで）

ポータル画面の「申請書の新規作成」クリック。

緯度・経緯は
グーグルマップで検索

目的地マーク上で
右クリック。

確定

１８



(2)基本情報の入力

基本情報クリック

１９



⑵基本情報の入力

個人にチェック

無にチェック

２０



■交付申請から各種項目の作成へ

交付申請をクリック

２１



⑶申請者情報（書類№0100）

免許証や保険証など
本人確認書類をアップロード

ＦＡＸがご自宅にない場合。
（００－００００－００００）と入力。

２２



⑷設置場所情報（書類№1500）
●申請書の新規作成で最初に入力した設置場所住所が表示されています。

記載内容をチェック。

⑸土地の権利情報（書類№1600）

設置場所住所チェック

許諾書アップロード
※指定フォーマット確認中。

所有地もしくは借地にチェック

２３



⑹予定日（書類№6600）

おおよその日程を入力。

「予算が確保されている事を証する書類」
→申請者区分が地方公共団体で入札前の場合アップロード。 個人は必要なし。

⑺手続代行者情報（書類№1２00）

申請担当者一覧をクリック

確定クリック

手続代行者を割り当て
「手続代行者」もしくは「施工者」

２４



⑺手続代行者情報（書類№1２00）

手続代行者への依頼
有もしくは無(有にチェック)

手続代行者の情報を入力

⑻施設（建物）状況（書類№1４00）

既存 ・改築 ・新築いずれかチェック

２５



⑼各社見積書類一覧（書類№1７00）

見積書を発行した会社名、
発行日、有効期限、金額等入力。

申請者に提出した
見積書を添付。

利益等排除・工事_利益等排除の有無→無にチェック
※法人案件で、資本関係のある会社仕入れを行う場合。

個人契約は「無」です。

もう一度、②で添付した見積もりを添付。
「確定」できない為。

２６



⑽V2H充放電設備情報（書類№3000）

・デンソーV2H・購入価格等入力

・追加ボタンクリック

２７



⑾設置工事費申告（書類№B１00） ２８



⑾設置工事費申告（書類№B１00） ２９



⑾設置工事費申告 上限額の確認

合計:171,000

項目ごとの上限を意識して見積を作成する必要があります!!
見積もりに記載した金額を同額を入力してください。

３０



⑿要部写真（書類№B200）

・建物全景
・駐車スペース全景（施工前）
・V2H設置場所

●写真①V2H設置位置含む建物全体 ●写真③V2H設置場所●写真②駐車スペース

３１



⒀申請

最後の申請は
申請者（購入者・施主）がクリックします。

３２



■V2H補助金概要（令和4年度CEV補助金） 6

7．補助金流れ

① 2022年5月31日～10月31日 ※見積も日付は「2022年5月31日以降‼」

③ 「交付決定通知書発効後の日付で、工事請負契約書(発注)締結」

⑥ 2022年1月31日までに提出「工事もしくは支払い完了後、30日以内に申請必須。」
★ 「施工・試運転写真」 「工事請負契約書(発注)」 「請求書」 「領収書」 が別途必要となります。

３３




